中国と日本―文化交流と相互認識

―2014年中国日本語教育研究会年会及び国際シンポジウムー
大会主旨：
世界的にもっとも重要な影響力を持つ中国と日本は、その文化交流及び相互認識は両国関係だけでなく、多方面に関わる課題であり、政治、経済、文化交流にも多大な影響を与えるものであろう。ここ数年来、中日関係は望ましくない方向に陥り、中国の日本学研究界に新たな研究課題と使命を与えている。中国の日本学研究界は固有の研究分野をベースに、各分野に存在する壁を打ち破り、即ち「日本言語文学」分野中の学術交流だけではなく、従来の研究課題を中心に、さらに歴史学、政治学、経済学、教育学、社会学など、諸分野との交流の中の存在を定め、共同研究による学術能力を強化し、伝統的日本学研究を深め、中日の現実的な問題への関心や思慮を回避しないものとする。よっては、本大会の主旨を「文化交流と相互認識」とし、国境を越えた文化交流、研究問題の活性化した日本学研究を目指すものとする。
主催者：中国日本語教育研究会、東北師範大学
協賛：中国教育部外国語教育指導委員会日本語分会、吉林省外国語学会
時間：2014年月21日―23日

場所：東北師範大学浄月キャンパス
大会使用言語：中国語、日本語
参加費用：600元（人民元）、日本側参加者10000円（日本円）、交通費及び宿泊代は自己負担
参加者：1.特別招聘代表；2.中国日本語教育研究会理事、常務理事、教育部外国語教育指導委員会日本語分会委員、各大学日本語学科責任者；3.一般参加者。
論文提出締め切り：2014年4月30日

東北師範大学連絡先：
徐雄彬　電話：15948049130  メールアドレス：xuxiongbin2014@163.com
       郵便番号：130117　長春市浄月大街2555号東北師範大学外国語学院日本語系
大会日程：

1.6月20日　受付

2.6月21日

8：30－8：50　学長会見（特別招聘者、日本語教育研究会長、副会長、教育指導委員会委員）
9：00－9：30　開幕式
挨拶：

①東北師範大学長　劉益春

②日本国在中瀋陽総領事館総領事

③中国日本語教育研究会長　徐一平

④中国教育部外国語指導委員会副主任　修剛
⑤来賓代表（日本側）
9：40－10：00　記念撮影
10:00—12:00  日本学研究フォラム（一）発表者（暫定）小森陽一、川本浩嗣、韓東育（一人40分程度）
12:00—13:20　昼食
14:00—17:30  分科会発表、ワークショップ（10－12会場に分け、各会場10人程度）
（発表レジュメを各自30部持参。各会場には座長及び評議員を4名。当日各々、各会場の40歳以下発表者の優秀論文を20％選出し、最終審査委員会に提出）

3.6月22日
8:30—12:30　　日本学研究フォラム二と三、（二つの会場）
　　　　　　　　発表者（暫定）

　　　　　　　　フォラム二：王中忱、平高史也、王暁平、王向遠、鈴木貞美、、川島真、劉建輝、

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　フォラム三：、譚晶華、王勇、池田証寿、趙京華、修剛、徐一平、

　　　　　　　　　
12:40—13:40　昼食
14:00—15:30  日本学研究関係学術誌と作者の交流会、座談会

（『外語学刊』、『外語与外語教学』、『日本学刊』、『東北亜論壇』、『日語学習与研究』等の編集責任者と作者の交流）

15:40—17:30  若手研究者交流会（著名学者を招いて懇談）
晩餐後：中国日本語教育研究会常務理事、副会長会議、
副会長会議で優秀論文審議、受賞者決定
4.6月23日

8：30—9：30　『日語学習与研究』優秀論文、年会青年優秀論文授賞式、閉幕式
　　　　　　　（大会まとめ：徐一平会長）

9：30—12：30　文化踏査：儀満州国皇宮（長白山ツアー参加者は旅行社ツアー参加）
12：30—13：30 昼食後解散
特別招聘（暫定）：

日本側：小森陽一、川本皓嗣、平高史也、鈴木貞美、川島真、池田証寿、劉建輝

中国側：王中忱、王暁平、王勇、王向遠、趙京華、韓東育、譚晶華
大会組織委員会：

顧問：修剛　主任：徐一平　副主任：徐氷

事務局長：施建軍　副事務局長：林忠鵬，朱鵬宵
論文審査委員会：主任：徐一平　副主任：徐氷

委員：日本語学及び日本語教育研究――林忠鵬

　　　日本古代文学研究――林嵐

　　　日本近現代文学研究――宿久高、周異夫

　　　中日文学比較研究――王昇遠

　　　日本社会、文化――徐氷
茲寄上兩份大陸學會開會的通知。
　敬請轉知台灣日語教育學會會員，感謝。
 

1.      中国日语教学研究会，如附檔。
2.      中日對比翻譯學會 將於8月19與20日兩天在中國北京人民大學招開第六屆漢日對比語言學研討會，詳細議程尚未寄來。
 

